






わたくし わたし あたい わし おれ（己）
僕 我輩（吾盛）我々 おいら
閾外の一人称の表記については、 すでに芥川龍之介が長峻の渡邊廊輔宛の審翰 (1922年 1












このように、 これまで和文における関外の一人称代名詞については、 関心が払われ、 研究
も数多く見られる。 だが、 それに比して漢詩文における一人称代名詞については、 研究が十
分でない。 そこで、 本稿では悶外の漢詩文における一人称代名問に注目し、 その用字法を考
察してみたい。
l 山鳥鋭男(1987)「関外の括法」（和泉嘗院）
2 神代稲亮 (1936) 「作家と文字（三）一里美弾氏の文字ー」「文学倶楽部」
3 「関外と一人称代名詞―くわたくし＞ヘ一」より、 (1984) r閲外への視角J所収




































公安不知我。(「 P'］的九」 M24.3 「柵草紙』第18号）





漢文作品における 一 人称代名詞の用例をまとめると、 以下のようになる。（作品名、 初出、
用字種類及び延べ字数という ll|Rで示す。 なお、 主語は主、 定語は定、 目的語は寅で示すこと
にする。 以下同）
「窟蒙入卑門」識語 (M23.3 f栂草紙J第 6 号）：我(1定）、 余(1主）
雑説 長門良監 (M23.3 「栂草紙」第 6 号）：吾 (1 主・ 1 定）
雑説 典籍癖 (M23.3 「柵草紙」第 6 号）：余 (4 主・1定）
衛生1毘記二則 慨操 (M23.6 「衛生新誌」第23号）：我 (2 定）、 余 (2 主・ 1 定）
衛生偶記二則 種痘 (M23.6 「衛生新誌」第23号）：我 (1 主）、 余(l賓）
今之漢醤其術之忠臣論 (M23.6 「岱事新論」第7 号） ：予(1主）
反省記 其ー (M238 「岱事新論」第 9 号） ：吾(1定）、 余 (5主・ 1 定・ 1 賓）
反省記 其二 (M23.8 「醤事新論j第 9 号） ：吾(1定）、 余 (5 主・ 1定• 6 賓）
後光明天皇論 (M24.3 「國民之友』第103号 M6か7の作） ：吾(l主）
西史没紗 瑣格刺底在獄 (M24.3 「柵草紙」第18号） ：我 (3 主 ・ 1 賓）、 予 (1 主）
西史没紗 門的九 (M24.3 「柵草紙」第18号）：我 (2 主・ 2 定・ 2 賓）、吾 (1 主）、余(1主）
西史没紗 沙倫も士 (M24.3 f柵草紙」第18号） ：我 (1 賓）
卑友月旦 (M24.4 「衛生療病志J第16号） ：余 (1定）、 予(1主・ 1定）
賀古鶴所側 (M24.4 「衛生照病志」第16号）：我 (1 定）、吾(1主）、予 (1 主・ 1 定・ 2 肉）
宵池好夫輿石黒軍岱監／腐予音後 (M24.4 「衛生療病志J第16号）：吾(l主）、予 (7 主・ 1 定・
1 貿）
小金井観櫻記 (M24.4 「柵草紙」第19号）：我 (2 主）、余 (7 主・ 2定）、 予 (2 主・ 2 定）
玉勝 1l0抄 (M24.9 「衛生療病志j第21号） ：吾 (1定）
浮瑠璃史序 (M27.1) ：我(1定）、 余(1主）
猪狩三等軍岱硲誌銘 (M28.10) ：吾(l定）
獨和他國字瞥大全序 (M32仲夏）：吾 (1 定）
- 82 _ (23)
吉田子換硲誌銘 (M34.9) ：予(1賓）
礎部松蔵爵1象記 (M35.3) ；予(1蛮）
日本米食史序 (T4.ll 『アララギ」第8巻第11号） ：我 (2定）、 余 (3 主）
告亡友三補子文 (T5.4. 「心の花」第20巻第 4 号） ：予 (4主・ 1定• 4 賓）
二像記 (T5.ll) ：我 (1定）、 予 (2 主・ 2 定）
干住新道碑 (T6.l 「大正詩文」第3帖第 3 集） ：余 (1 定・ 1賓）
堀越秀像銘並序 (T7.9) ：余(1主・ 1 賓）
絶代至賓帖序 (T8.2) ：我(1定）、 余 (2 主・ 2 賓）
法制局参事官脳瀬君墓表(T 8)：予(1主）
束京帝室陣物館列品埴輪圏集序 (T8.12) ：我 (2定）
紫錦帖題辟 (T9.l) ：吾 (1定）
琴崇束條先生碑記 (T9.9) ：予(1賓）
石村君逍徳碑 (T 9 ) ：予(1主・ 1 賓）
高橋尿羽墓表 (Tl0.3) ：予(1賓）
贔明盛光墓表 (Tl0.10) ：吾 (1定）、 僕 (2 主・ 1 賓）、 予 (3 主• 4 賀）
贈正二位砲井侯碑 (Tl0.12) ：予(1主・ 1 賓）
山邊君墓表 (T 11.l) ：我(1賓）、 吾 (2定）、 予 (1 賓）
それらをまとめると、 表ーになる。
表一
我 吾 余 僕 予
主 8 5 33 2 25 
定 14 10 8 ゜ 8 
賓 4 ゜ 12 1 16 
計 26 15 53 3 49 





目的語として用いられた計33例のうち、「余」は 12例、「予」は 16例となる。基本的に、 第一





我 吾 余 僕 予 余（予） （小計）
主 8 5 33 2 25 58 73 
定 14 10 8 ゜ 8 16 40 
演 4 ゜ 12 1 16 28 33 











一方、「我」は、 26例のうち、「西史没紗」の11例6 が「鵜外」をさしていない。 また、 残
りの15例と「吾」の15例については、 和語との関係があるかどうかについても考えなければ













6 「瑣格刺底在獄」 (3 主 1 賓）・「r1的九」 (2 主 2 定 2 賓）・「沙命セ士」 (1 賓）
7 何欣寮(2000)「森閉外の漢文日記に見られる外国人名の表記についての一考察�「隊務日記」
を中心に---」「岡山大学大学院文化科学研究科紀要」第10号






航西日記(Ml7年8月ー IO月）：Ml7.8.23余(1主） 、 Ml7.8.24余(1賓） 、 Ml7.9.3我(1
定）余(2主）、Ml7.9.ll我(1定）、Ml7.9.13我(1定）余(I主）、Ml7.10.ll余〈1主）
隊務日記(M21年3月ー 7月） ：M21.3.10 余(1賓）、M21.3.18余(I主 ）、M21.3.22
余(1賓・1定）、M21.3.25余〈1定）、 M21.3.27 余(1主）、 M21.3.28 余(1主・
1賀） 、 M21.3.31我(I主）余(1定）、 M21.4.l余(I定）、 M21.4.2余(I主・1定）、









主）、 T6.10.4予(I主）、T6.I0.7 予(1主）、T6.IO.ll予(1主） 、 T6.10.16予(1主）、
T6.10.22予(I主）、T6.ll.ll予(I主）、T6.ll.25予(I主）








予(I主）、 T9.3.29予(1主・1定）、 T9.4.17予(I主）、 T9.7.26予(1主）、 T9.8.15
予(1定）、 T9.10.2予(I主）、 T9.I0.25予(1定）、T9.10.27予(I主）、 T9.ll.21
予(1主）、T9.ll.22予(I定）、Tl0.3.3予(I主）、Tl0.3.7予(1賓）、TI0.5.30予(1
(26) - 79 -
賓）、 Tl0.8.10 予(l賓）、 Tl0.10.11 予 (1 主）、 Tll.6.29・ 予(l究）
以上をまとめると、表三になる。
表三
我 吾 余 僕 予
航西 日記 (Ml7年 8 月 23 1 主 1 主 21主 0主 0主
日）から還束日乗 (M2l年 4 定 0定 8 定 0定 0定
9 月 8 日）まで 0賓 0賓 15賓 0 賓 0賓
大正六年日記 (T6年 1 月 0 主 0主 0主 0主 45主
1 日）から委蛇録 (T11年 1 定 0定 0定 0定 7 定
6 月 29日）まで 8 0賓 0質 1 賓 0賀 10賓
1 主 1 主 21主 0主 45主
小 計 5 定 0 定 8 定 0定 7 定
0賓 0賓 16賓 0賓 10賓
計 6 1 45 ゜ 62 
この表を概観してまずわかることは、 2.1と同様に、「余」と「予」の用例数が主語・定語 ・
目的語を問わず、一番多い点である。「航西日記」 (Ml7年8 月 23 日 ～） から「還束日乗J (~ 
M21年 9 月 8 日）までの「余」の用例 (44) は全体 (50) の88％に及ぶ。 一方、大正六年日












R 6 月 30 日から 7 月 5 日までは吉田培蔵が代箪したものである。











漢詩番号 9 制作年代 我 吾
2 Ml3 l ゜
3 Ml3 2 4 
4 Ml4 1 ゜
19 Ml5 ゜ 1 
27 Ml5 ゜ 1 
41 Ml5 ゜ 1 
81 Ml7 1 ゜
82 Ml7 ゜ 1 
91 Ml7 1 ゜
93 Ml7 ゜ 1 
112 Ml9 1 1 
141 M22 1. 2 
151 M24 1 1 
154 M27 1 ゜
161 M28 1 ゜
162 M32 ゜ 3 
165 M33 1 ゜
188 T4 1 ゜
’ 古田島(2001a) (2001b)に付けられている漢詩番号である。
(28) - 77 -
190 T4 l ゜
201 T5 l ゜
203 T5 ゜ 1 
209 T6 ゜ 1 
211 T6 1 ゜
212 T6 ゜ l 
213 T6 ゜ 1 
215 T6 4 ゜
217 1‘6 1 ゜
219 T6 0 ' l 
224 T7 1 ゜
226 T7 l ゜
230 T7 3 1 
231 T9 ゜ 1 
計 26 23 





我 吾 余（予） 僕
漢文作品 26 15 102 3 
漢文日記 6 l lm ゜
漢 詩 26 23 ゜ ゜




そのうち、「余」と「予」は、 ほぼ同様の意識で用いられている。 ただし、 漢文日










王 カ (1982) 「同源字典』商務印由館




























吾、 ’我 二字」姜義·1(k主編 (1993) 「胡適学術文集 語言文字研究J中1/i
也店
山鳥鋭男 (1987) 「即外の語法J和泉柑院






(30) - 75 -
